
創業300年を迎えた2017年度に、15年後の2031年度をゴールとする長期ビジョンを策定しました。目指すのは、
革新的な新薬を世界中に提供し続けるグローバルスペシャリティファーマです。「病気と苦痛に対する人間の闘いの
ために」という企業理念のもと、薬業一筋に邁進してきたわたしたちは、世界で通用する企業となることを目指し、4
つの成長戦略を定めて事業活動に取り組んでいます。さらに、これらの成長戦略を支える経営基盤である無形資産
の拡充に努めています。わたしたちはこれからも、サステナブル経営方針のもと、次の100年を見据えて、持続可能
な社会の実現に貢献し続けます。

病気と苦痛に対する人間の闘いのために

中期経営計画（全3期：最終期2031年度） サステナブル経営方針

創業から300余年、私たちは社会とともに歩んできました。
「病気で苦しむ人を救いたい」という想いを実現するため、

不可能と思われていた革新的な新薬を次々と創出してきました。
私たちはこれからも、企業理念の実践を通じて人々の健康に貢献するとともに、
責任ある事業活動を通して、持続可能な社会の実現に挑戦し続けます。

次の100年に向けて、広く世界に向けて価値を
提供していくことで持続可能な社会の実現に貢献する

人々の健康への貢献
●自社創薬に加えて、世界のトップサイエンティストと協働して医薬品の研究開発に挑戦
し、独創的かつ革新的な医薬品を安心・安全・適切に患者さんに提供することによって、
世界の患者さんやその家族に多くの希望を届けます。

●エビデンスに基づいた次世代ヘルスケア事業によって、人々がより健やかに生活できる
社会の実現に貢献します。

いきいきと活躍できる 
社会の実現

事業活動を通じて、全ての
人々の権利と多様性が尊重
され、人々がいきいきと活躍
できる社会の実現に貢献して
いきます。

次世代への豊かな 
地球環境の保全

環境に対する社会的責任を
強く認識し、地球環境にやさ
しい技術を積極的に取り入
れ、取引先やパートナーとと
もに、次世代に豊かな地球環
境を引き継ぐべく活動します。

透明性の高い強固な 
経営の確立

コーポレート・ガバナンスを
通じて�強固な基盤を構築す
るとともに、コンプライアン
スの強化やリスク管理を通じ
て、透明性の高い事業活動
を行います。

価値の提供
●オプジーボの適応がん腫の拡大、新
製品8品の上市で新たな治療選択
肢を提供

●ヘルスケア事業の開始で人々の健康
へ貢献

価値創造

1 革新的医薬品の創製
2  パイプライン拡充
3 製品価値最大化

4 欧米自販の実現
5 事業ドメインの拡大 価値創造の

ための基盤

6 ��デジタル・ITによる�
企業変革

7 �財務資本の強化
8 �人的資本の拡充

9 �知的財産戦略
10 �オープンイノベーション
11 ��多様なパートナーシップ
の促進

18 コーポレート・ガバナン
スの向上

当社の
バリューチェーン上、
関連するSDGs

価値の保護 コーポレート・
ガバナンス

12 信頼性と安全性の確保
13 製品の安定供給
14 地球環境の保全

15 人権の尊重
16 コンプライアンスの徹底
17 ビジネスパートナーとのサステ
ナビリティマネジメントの実現

マテリアリティ（経営の重要課題）

新しい価値を
創造するための

取り組み

レジリエンスを
高めるための

取り組み

4つの成長戦略

非財務戦略

● 製品価値最大化～患者本位の視点で～
● パイプライン強化とグローバル開発の加速
● 欧米自販の実現
● 事業ドメインの拡大

● デジタル・ＩＴによる企業変革
● 成長戦略を支える経営基盤～無形資産の拡充～

第1期（2017-2021年度） 第2期（2022-2026年度）

企業理念

ECO VISION 2050

2017年度 2022年度 2026年度 2031年度

優先度
高

創業
400周年

2117年

KPI
（2026年度目標）

売上収益年平均成長率

1桁台後半
（2021年比）

研究開発費対
売上収益比率

20〜25％

売上収益営業利益率

25％以上を維持

提供していく価値
グローバルスペシャリティ
ファーマとして革新的な
医薬品を世界に届け、人々
の健康に貢献する

第3期（2027-2031年度）

最も重要である
「革新的な医薬品の創製」に
紐づくSDGs

16 17小野薬品工業株式会社　コーポレートレポート2024 小野薬品工業株式会社　コーポレートレポート2024
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